
江
掩

「
雑
体
詩
」

の
陶
淵
明

稀
代

麻
也
子

は
じ
め
に

陶
掛
明

(
三
六
五

l
四
二
七
)
作
品
の
愛
読
者
は
、

現
在
の
日
本
(
二

O
O
九
)

に
も
多
く
い
る
。

い
わ
ゆ
る

「
研
究
者
」

だ
け
で
は
な

く
一
般
か
ら
の
受
容
も
根
強
く
あ
る
こ
と
は
、
陶
淵
明
間
関
連
書
籍
の
出
版
状
況
を
文
庫
に
限
っ
て
み
る
だ
け
で
も
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で

お
C
λ
ν

。
む
ろ
ん
、
作
者
名
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
け
れ
ど
ど
こ
か
で
出
会
っ
た
作
品
の
一
節
が
頭
に
残
っ
て
い
て
そ
れ
が
実
は
陶
淵
明
の
作
品

で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
に
し
て
も
、
よ
り
多
く
の
場
合
、

「
陶
淵
明
」

と
い
う
作
者
の
名
は
あ
る
一
篇
の
、

あ
る
い
は
何
篇
か
の
作
品
や

陶
淵
明
に
ま
つ
わ
る
エ
ゼ
ソ
!
ド
と
結
び
つ
い
て
、

そ
の
人
の
心
に
想
起
さ
れ
る
。

陶
淵
明
作
品
の
読
者
に
は

「
陶
淵
明
」
な
る
も
の
の
イ

メ

i
ジ
が
確
か
に
あ
る
ら
し
い
の
だ
が
、

で
は
、

そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
、

い
つ
で

b
、
全
く
同
じ
確
平
と
し
た
も
の
な
の
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。

本
稿
で
は
、

江
掩

沼
田

を
四

取 f

り J

五上(
げごとど
るごさ

「
雑
体
詩
三
十
首
」

(
『
文
選
』
巻
三
十
二

か
ら
陶
淵
明
に
擬
し
た

「
陶
徴
君

田
居
潜
」

以

体

学2-
ご居

下、

と
称
す
る
)

「
雑
体
詩
」

の

「
序
」

T

」

斗
J

匹、

「
今
作
三
十
首
詩
教
其
文
体
(
今
三
十
首
の
詩
を
作
り
て
其
の
文

と
あ
り
、

李
善
も
「
序
」

を
節
録
す
る
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
短
い
引
用
の
中
に
こ
の
十
文
字
を
絡
す
こ
と
な
く
-
記
し
て
い
る
。

陶
淵
明
の

を
意
識
し
た
江
掩
が
陶
淵
明
に

よ
う
に
結
ば
れ
得
る
の
か
。

「
文
体
」

「
敏
」

っ
て
作
っ
た
と
い
う

「
悶
居
」

を
読
む
こ
と
に
お
い
て
、
陶
淵
明
の
像
は
ど
の

「
田
居
」

は
、
陶
淵
明
そ
の
人
の
作
品
と
し
て
読
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
作
品
で
あ

江
掩
「
雑
体
静
」
の
陶
槻
明
(
稀
代
)

一
頁
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る
。
『
淘
集
』

の
中
に
は
、

詩
作
品
の
末
尾
に
附
載
す
る
と
い
う
形
で
で
は
な
く
、

{

国

)

し
て
巻
二
に
と
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
る
。

江
掩
の
擬
作
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
胸
淵
明
の
作
品
集
に
陶
淵
明
の
代
表
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る

連
作
「
帰
障
問
居
」

注
に
よ
っ
て
保
留
を
つ
け
つ
つ
も
「
帰
園
田
居
」
其
六
と

「
田
居
」
と
い
う
作
品
の
分
析
を
通
し
て
、

「
陶
淵
明
の
作
品
」
な
る
も
の
の
イ

の
一
首
と
し
て
寵
入
し
た
こ
と
、
が
あ
る

メ

i
ジ
は
陶
灘
明
そ
の
人
の
作
品
か
ら
の
み
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

あ
る
作
品
が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の
読

者
の
中
で
像
を
結
ぶ
の
か
に
つ
い
て
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
。

一、

「
田
居
」

「
婦
去
来
今
辞
」

の
語
葉

は
次
の
よ
う
に
は
じ
ま
る
。

苔
を
種
ゑ
て
東
皐
に
在
り

①
種
苗
在
東
皐

②
苗
生
満
肝
賠

③
雄
有
荷
鎧
倦

④
濁
諮
問
柳
自
適

⑤
日
暮
巾
柴
車

⑤
路
暗
光
己
タ

⑦
帰
人
望
煙
火

③
稚
子
候
権
隙

苗
生
じ
て
肝
陪
に
満
つ

鎧
を
荷
ひ
て
倦
む
こ
と
有
り
と
雄
も

濁
酒

柴柳
車か
lこ自

巾5主

;? 

日
暮
路

暗

く

し

て

光

巳

に

夕

べ

な

り

帰

人

煙

火

を

望

み

稚

子

権

隙

に

候

つ

こ
の
八
匂
に
対
し
李
善
は
九
条
を
引
く
が
、

文
字
に
異
問
、
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
附
記
し
つ
つ
抜
き
出
せ
ば
、

に
お
け
る
詩
題
を
示
し
、

そ
の
う
ち
の
五
条
ま
で
が
陶
淵
明
自
身
の
作
品
、
う
ち
三
条
が
帰
去
来
で
あ
る
。
『
陶
淵
明
集
』

{
支
}

次
の
よ
う
に
な
る
。



帰
去
来
日
、

登
東
皐
以
釘
噺
。酒、希

酒、自 てこ
柳荷、帰

自主扮去
持帰来
。守

辞

井
序

(
「
帰
国
閏
居
六
首
」
其
一
ニ
)

〔
農
輿
理
荒
械
、
帯
月
荷
鋤
帰
]

陶
潜
詩
白
、

田
康
興
理
荒
織
、

又
呂
、

(
「
飲
酒
二
十
首
井
序
」
其
十
九
)

〔
雄
無
揮
金
事
、

濁
酒
聯
可
侍
]

帰
去
来
臼

稚、或量産
子、巾、欲
候、柴、揮

門車、手

帰

(
「
帰
去
来
今
辞
井
序
」
)

〔
或
命
巾
車
]

帰
去
来
呂
、

(
「
帰
去
来
分
辞
井
序
」
)

李
善
に
よ
れ
ば

「
東
皐
」
・
「
荷
鋤
」
・
「
濁
酒
」
・
「
巾
柴
車
」
・
「
稚
子
候
」
な
ど
は
、
陶
猟
明
自
身
の
作
品
か
ら
と
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
矯
川
時
雄
『
陶
集
版
本
源
紛
が
』
は
、
李
善
が
一
首
全
体
で
七
条
も
陶
潟
明
を
引
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

こ
の
八
句
の
う
ち
の

日

居
」
が
陶
淵
明
の
句
の
切
り
貼
り
で
で
き
た
作
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
す
る
。

李
善
注
此
一
首
、
七
引
陶
句
、
亦
可
以
知
此
首
、
為
雑
綴
陶
句
之
擬
作
也
。

七
た
び
陶
句
を
引
く
、
亦
以
て
此
の
首
の
雑
綴
陶
句
の
擬
作
な
る
を
知
る
べ
き
な
り
)
。

橋
川
時
雄
は
ま
た
、
使
用
さ
れ
る
語
葉
・
要
素
、
が
『
陶
集
』
の
も
の
と
重
な
る
と
い
う
だ
け
で
陶
淵
明
の
作
と
間
違
え
る
人
、
が
い
る
と
、

【

恥

匂

}

文
悼
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
指
摘
す
る
。

世
士
以
陶
公
寄
情
菊
酒
、
又
是
詩
存
帰
去
来
一
語
、
率
蘇
附
入
絢
集
。

(
李
善
此
の
一
蓄
に
注
し
て
、

鄭

(
世
士
は
陶
公
情
を
菊
、
婚
に
寄
せ
、

又
是
の
詩
に
帰
去
来
一
語
あ
る
を
以
て
、
率
爾
陶
集
に
梢
入
せ
り
。
)

こ
れ
は
、
「
田
居
」
と
同
じ
く
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
は
巻
二
に
陶
淵
明
の
作
と
し
て
収
載
さ
れ
た
「
間
来
使
」
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

爾
従
山
中
来

爾
山
中
よ
り
来
た
り

早
晩
発
天
目

早
晩

天
罰
を
発
す
る
か

我
屋
南
窓
下

我

が

屋

南

窓

の

下

江
掩
「
雑
体
詩
」
の
隅
淵
明
(
稀
代
)

ニ
頁
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今
や
幾
叢
菊
を
生
、
ず

醤

徹

葉

己

に

地

き

ん

で

秋

開

気

当

に

綴

た

る

べ

し

帰

去

来

山

中

山

中

酒

応

に

熟

す

べ

し

山
中
沼
応
熱

蘇
戦
そ
の
他
、
後
の
時
代
の
人
が

{
九
』

人
々
が
い
た
。

「
田
居
」

の
次
韻
詩
を
な
し
た
よ
う
に
、

「
問
来
使
」

に
つ
い
て
も
陶
淵
明
の
作
と
し
て
受
け
取
っ
て
い
た

「
早
娩
」
・
「
替
報
」

の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
、
唐
代
に
な
っ
て
か
ら
の
作
で
あ
ろ
う
と
い
う
論
証

こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、

{
十
}

が
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、

「
問
来
使
」

「
早
晩
」
・
「
蓄
積
」

が
陶

を
陶
淵
明
の
作
で
あ
る
と
受
け
取
っ
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、

開
明
の
時
代
の
作
品
に
使
わ
れ
る
語
と
し
て
不
適
切
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
関
心
の
対
象
外
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
「
帰
去
来
」
・

「
菊
」
・
「
潜
」
と
い
っ
た
語
集
や
要
素
が
締
淵
明
の
他
の
作
品
と
共
通
す
る
と
い
う
こ
と
を
こ
そ
取
り
出
し
て
こ
の
作
品
を
理
解
し
た
こ
と

に
な
る
。
同
じ
よ
う
に
、
「
回
居
」
を
陶
猟
明
の
作
と
し
て
受
け
と
る
場
合
に
も
、
「
帰
去
来
令
辞
」
や
「
帰
国
田
居
」
や
「
飲
酒
」
な
ど
と

い
っ
た
作
品
に
使
用
さ
れ
る
も
の
と
共
通
の
語
葉
・
要
素
が
、
「
こ
れ
は
陶
淵
明
の
作
で
あ
る
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
結
ぶ
要
因
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

照
)
・
休
上
人
(
釈
恵
休
)

李
善
は
、
「
雑
体
詩
」
の
三
十
首
の
う
ち
、
張
縛
(
孫
紳
)
・
許
諦
・
股
伸
文
・
謝
混
・
顔
延
之
・
王
徽
(
王
微
)
・
裳
淑
・
謝
荘
・
鰭
昭
(
飽

(
十
一
}

に
擬
し
た
十
首
に
つ
い
て
、
模
擬
す
る
作
者
の
作
を
当
該
摸
擬
詩
の
部
分
で
全
く
引
か
な
い
。

一
方
で
、
陶
淵
明

が
「
雑
体
詩
」

の
七
条
と
同
じ
か
そ
れ
よ
り
多
く
引
く
の
は
、
播
岳
・
陸
機
・
張
協
・
慮
謡
・
謝
霊
運
の
擬
作
に
対
し
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
流

を
作
る
に
あ
た
っ
て
、
必
ず
し
も
使
用
す
る
語
葉
が
模
擬
対
象
の
作
品
に
あ
る
か
な
い
か
を
問
題
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
こ

江
流
が
陶
淵
明
の
作
を
擬
す
る
に
あ
た
っ
て
、

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

「
帰
去
来
今
辞
」
や
「
帰
国
田
居
」
や

と
い
っ
た
作
品
と
共

「
飲
酒
」



通
す
る
語
葉
を
尼
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ら
に
こ
そ
陶
淵
明
作
品
の
本
質
、
が
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

鍾
煉
(
『
詩
品
』
中
)
は
、
陶
猟
明
の
作
品
に
掬
淵
明
そ
の
人
の
徳
を
み
て
い
た
。

想
其
人
徳
。
世
歎
其
質
直
、
至
如
「
歓
言
酌
春
酒
」
、

毎
観
其
文
、

「
日
暮
天
無
雲
」
、

風
華
清
腰
、
宣
直
為
田
家
語
耶
。
古
今
隠
逸
詩
人

宗
也
。

海
経
」
其
一
)
」
、

「
日
暮
天
無
雲
(
日
暮
天
に
雲
無
し
、

「
擬
古
」
其
七
ご

「
歓
一
一
一
一
口
酌
春
、
酒
(
歓
一
一
百
し
て
春
酒
を
酌
む
、

の
如
き
に
至
り
て
は
、
風
華
清
際
、
量
に
甚
だ
に
田
家
の

「
控
訴
山

(
其
の
文
を
観
る
毎
に
、
其
の
人
徳
を
想
ふ
。

世
は
其
の
質
直
な
る
を
歎
ず
る
も
、

語
を
為
す
の
み
な
ら
ん
や
。
古
今
穏
逸
詩
人
の
宗
な
り
。
)

鍾
煉
の
よ
う
な
と
ら
え
方
は
、

「
田
居
」

に
お
い
て
も
可
能
で
あ
る
。
『
宋
書
』
の
陶
澱
明
伝
(
巻
九
十
三

隠
逸
伝
)

で
陶
淵
明
そ
の
人
の

生
き
方
に
お
け
る
志
の
高
さ
を
示
す
伝
記
史
料
と
し
て

「
帰
去
来
分
辞
」

(
辞
の
み
)
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
合
わ
せ
て
想
起
さ
れ
る
な
ら

ば

「
田
居
」

の
詩
句
中
に
用
い
ら
れ
た
語
葉
・
要
素
を
越
え
て
、
陶
淵
明
と
い
う
穏
逸
伝
中
の
人
の
イ
メ
ー
ジ
が
作
中
に
投
影
さ
れ
て
い
る

と
受
け
取
る
こ
と
に
な
る
。

一、

「
飲
酒
」
其
五
の

「
問
君
」

「
田
居
」

⑤
間
君
亦
何
為

⑬
百
年
会
有
役

は
、
最
初
の
八
匂
で
満
ち
足
り
た
生
活
を
描
写
し
た
あ
と
、
疑
問
の
辞
を
発
す
る
。

君
に
問
ふ
亦
何
為
れ
ぞ
、
と

百
年
会
ず
役
有
り

「
役
」

の
典
故
と
し
て
李
善
は

〔
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
竣
夜
行
塗
一
中
一
首
」

の

「
懐
役
不
謹
一
媒
(
役
を
懐
ひ
て
楳
ぬ
る
に
遼
あ
ら
ず
ご
を

引
く
が

こ
れ
で
は
公
役
を
意
味
す
る
使
い
方
に
な
る
。

た
し
か
に
、
陶
淵
明
が
詩
文
中
で
使
っ
た

「
役
」

と
い
う
語
の
大
半
は
公
役
に
か

江
滝
「
雑
体
詩
」
の
陶
淵
明
(
稀
代
)

五
頁
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「役」

自
古
歎
行
役

遥
遥
従
璃
役

駆
役
無
停
息

勉
励
従
滋
役

心
網
開
遠
役

皆
口
腹
自
役

第
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十
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頁

で
あ
る
。
古
よ
り
行
役
を
歎
ず
(
「
庚
子
歳
五
月
中
従
都
選
限
風
於
規
林
二
首
」
其
二
)

遥
遥
欝
役
に
従
ふ

(
「
雑
詩
十
二
首
」
其
九
)

駆
役
停
息
無
し

(
「
雑
詩
十
二
首
」
其
十
)

勉
励
し
て
葱
の
役
に
従
ふ

(
「
乙
巳
歳
三
月
為
建
威
参
軍
使
都
経
銭
渓
一
首
」
)

心
遠
役
を
憧
る

(
「
帰
去
来
今
辞
井
序
」
序
)

皆

口
腹
も
て
自
ら
役
す
(
「
帰
去
来
今
辞
井
序
」
序
)

既
出
回
以
心
為
形
役

「
帰
去
来
今
辞
」
本
文
の
自
由
頭
近
く
に
あ
る
次
の

「
役
」
も
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
公
役
に
帰
す
る
。

既
に
自
ら
心
を
以
て
形
の
役
と
為
す
(
「
帰
去
来
分
辞
井
序
」
辞
)

公
役
に
関
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
引
っ
越
し
の
労
働
を
さ
す
も
の
が
一
例
あ
る
。

今
日
従
滋
役

(
「
移
居
二
首
」
其
二

公
役
に
関
わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
、

「疏」

に
お
け
る
動
詞
と
し
て
の
用
例
で
は
あ
る
、
が
、

田
圏
に
お
け
る
生
活
で
強
い
ら
れ
る

も
う
一
例
、

今
日
蕊
の
役
に
従
ふ

役
柴
水
之
労

労
働
を
指
す
も
の
も
あ
る
。

(
「
与
子
倣
等
疏
」
)

柴
水
の
労
に
役
せ
ら
る

は
、
広
く
公
役
と
私
的
な
労
働
と
を
包
含
す
る
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
①

l
③
お
よ
び
後
述
の
⑪

1
⑬
に
接
続
し
て
読

私
的
労
働
、
特
に
田
居
の
生
活
に
お
い
て
強
い
ら
れ
る
肉
体
労
働
を
指
す
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

「
人
間
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
ん
だ
」
と
い
う
⑬
の
答
え
は
、
⑨
の

「
田
居
」

の

「役」

め
ば
、

る
の
だ
」

と
い
う
間
い
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
体
ど
う
し
て

(①

1
③
の
よ
う
な
生
き
方
を
)

す



「
間
君
」

は
、
陶
淵
明
が
母
方
の
祖
父
で
あ
る
孟
嘉
を
顕
彰
す
る
た
め
に
書
い
た
伝
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
、

「
田
居
」

誰
か
が
君
に
た
ず
ね
る
と
い

良
日
、

う
問
問
答
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
が
、
劉
良
が
説
明
す
る
よ
う
に
、

間
君
、
謂
自
挙
以
間
以
答
也
。
何
為
辛
苦
。
答
云
、

で
は
自
問
自
答
の
辞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

人
生
百
年
皆
有
労
役
。

(
良
日
く
、

君
に
間
ふ
と
は
、

謂
へ
ら
く
自
ら
挙
げ
て
以
て
関
ひ
以
て
答
ふ
る
な
り
。
何
為
れ
ぞ
辛
苦
せ
る
、

と
。
答
へ
て
云
は
く
、

人
生
百
年
皆
労
役
有
れ
ば
な
り
、

を
自
問
自
答
と
し
て
読
め
る
よ
う
に
使
っ
て
い
る
も
の
は
二
首
残
る
。

淘
淵
明
の
詩
で

結
躍
在
人
境

市
無
車
馬
暗
一

間
君
何
能
帝

心
遠
地
自
偏

採
菊
東
線
下

悠
然
見
南
山

山
気
日
夕
嘉

飛
鳥
相
与
還

此
還
有
真
意

欲
弁
巴
忘
一
一
一
一
口

直
訳
件
兇

+ι

i
j
l
 

と
。
)

「
間
君
」
底
を
結
び
て
人
境
に
在
り

市
も
車
馬
の
喧
し
き
無
し

君
に
問
う
何
ぞ
能
く
帝
る
や
と

心
遠
け
れ
ば
地
自
ず
か
ら
舗
な
り

菊
を
採
る
東
縦
の
下

悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る

山
メ=
メし

日
夕
に
嘉
く

飛
鳥
相
い
与
に
還
る

此
こ
に
還
た
真
意
有
り

弁
ぜ
ん
と
欲
し
て
己
に
一
一
一
一
口
を
忘
る

(
「
飲
沼
二
十
首
」
其
五
)

こ
こ
で
使
わ
れ
る

「
間
君
」

銑
目
、

に
つ
い
て
、
や
は
り
自
問
自
答
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

筒
君
何
能
如
此
者
、
自
以
発
問
、
将
明
下
文
位
。

江
滝
「
雑
体
詩
」
の
胸
灘
明
{
稀
代
)

七
頁



「
飲
酒
」
其
五
に
お
け
る
こ
の
間
い
は
、
確
乎
と
し
た
答
え
が
用
意
さ
れ
た
上
で
発
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

自
分
の
心
が
幽
遠
で
あ
る
か
ら
外
界
が
騒
が
し
く
て
も
ま
る
で
僻
地
に
で
で
も
い
る
か
の
よ
う
に
心
は
静
か
に
し
て
い
ら
れ
る
の
だ
と
い
う

答
え
は
最
初
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
詩
は
さ
ら
に
そ
の
静
か
な
境
地
を
具
体
的
に
詠
い
あ
げ
て
い
く
。
こ
の
作
品
に
迷
い
は
な
い
。
「
問

君
」
は
答
え
を
探
し
た
く
て
発
し
て
い
る
閑
い
で
は
な
く
、
確
乎
と
し
た
思
い
を
自
分
で
再
確
認
し
味
わ
う
た
め
の
関
い
で
あ
る
。

家
を
辞
し
て
夙
に
駕
を
厳
へ

筑
波
中
国
文
化
論
議

(
銑
日
く
、

注
目
す
べ
き
は
、

辞
家
夙
厳
駕

当
往
志
無
終

間
君
今
何
行

非
務
復
非
戎

関
有
田
子
春

節
義
為
士
雄

斯
人
久
己
死

郷
里
習
其
風

生
有
高
世
名

統
没
伝
無
窮

不
学
狂
馳
子

直
在
百
年
中

こ
こ
で
使
わ
れ
る

第
二
十
八
号

ニ
O
O
九

八
頁

君
に
問
ふ
何
ぞ
能
く
比
く
の
如
し
と
は
、
自
ら
以
て
問
を
発
し
、

将
に
下
文
に
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
な
り
、

と
。
)

(
旅
支
度
を
し
て
)

往
く
に
当
た
り
て
無
終
(
県
名
、
今
の
、
河
北
省
筋
県
)

を
士
山
す

君
に
間
ふ
今
何
ぞ
行
く
と

間
(
商
売
〉

に
非
ず
復
た
戎

に
非
ず

由主戦
構三争

関
く
な
ら
く
因
子
春
(
人
名
、

有
り

節

義

士

の

雄

た

り

斯
の
人
久
し
く
巳
に
死
す
る
に

郷
里
其
の
風
に
習
ふ

生
き
て
は
世
に
高
き
名
有
り

既
に
没
し
て
伝
ふ
る
こ
と
窮
ま
り
無
し

学
ば
ず
狂
馳
子
の

直
だ
百
年
の
中
に
在
る
の
み
な
る
を

(
「
擬
古
九
首
」
其
二
)

「
間
君
」
も
ま
た
、
確
乎
と
し
た
気
持
ち
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

「
ど
う
し
て
無
終
の
地
な
ど
へ
今
い
く
の
か
」

と



い
う
間
い
は

そ
の
地
で
曾
て
後
漢
末
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
た
田
鳴
と
い
う
人
物
に
対
す
る
強
い
憧
れ
を
述
べ
る
た
め
に
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
最
後
の
二
句
で
遠
謀
も
な
く
た
だ
あ
く
せ
く
と
生
き
る
人
々
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
田
轄
の
素
靖
ら
し
さ
を
確
認

し
、
自
分
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
生
き
る
の
だ
と
い
う
強
い
思
い
を
示
唆
し
て
結
ば
れ
る
。

「
田
居
」

に
お
け
る

「
問
君
」
も
、

「
飲
酒
」
や
「
擬
古
」

と
同
じ
く
、

ゆ
る
ぎ
な
い
思
い
を
述
べ
る
き
っ
か
け
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。

レ」。

そ
し
て
⑪

1
⑬
(
後
述
)

生
活
の
為
に
汗
を
流
し
て
働
く
こ
と
は
、

人
が
生
き
よ
う
と
思
え
ば
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
だ
、

で
自
分
の
気
持
ち
の
原
点
を
言
葉
に
よ
っ
て
捉
え
、
満
ち
足
り
て
生
き
て
い
る
自
分
を
味
わ
う
。

①

1
③
で
団
居
に
お
け
る
日
常
の
生
活
が
描
写
さ
れ
た
あ
と
、
⑤

1
⑬
で
そ
の
よ
う
な
生
活
を
こ
そ
自
分
、
が
望
ん
で
い
る
こ
と
の
再
確
認

が
さ
れ
る
。

「
問
君
」

と
い
う
結
節
点
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

「
田
居
」

と
い
う
作
品
、
が
、

自
分
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
の
も
と
に
詠

わ
れ
た
も
の
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一一一、

「
帰
底
団
居
」

の
構
造

「
団
居
」

は
、
自
分
の
気
持
ち
の
核
に
あ
る
こ
と
を
言
葉
に
し
て
結
ぼ
れ
る
。

⑪
但
願
桑
麻
成

但
だ
願
ふ
ら
く
は
桑
麻
成
り

⑫
蚕
丹
得
紡
績

⑬
素
心
正
如
此

⑬
開
径
望
コ
一
益

蚕
月
紡
績
を
得
ん
こ
と
を

素
心

正
に
此
く
の
如
し

径
を
開
き
て
三
益
を
望
む

「
開
径
望
三
益
」

i立

「
帰
去
来
令
辞
」

の

「
三
径
就
荒
、

松
菊
猶
存
(
三
径
荒
に
就
け
ど
も
、

松
菊
猶
ほ
存
す
)
」

を
連
想
さ
せ
る
言
葉
の

使
い
方
で
あ
り
、

そ
う
で
あ
れ
ば
、

「
帰
去
来
令
辞
」

で
李
善
が
引
く
『
三
輔
決
録
』

の
、
蒋
認
が
清
廉
で
あ
る
羊
仲
・
求
仲
と
の
み
交
わ
っ

江
流
「
雑
体
詩
」
の
悔
糊
明
(
稀
代
)

九
頁
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呂
向
は

「
陪
居
」

ご
ニ
益
」

そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
。
李
善
は
、
蒋

た
と
い
う
話
を
典
故
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

の

に
つ
い
て
、

「
田
南
樹
鴎
詩
」
を
引
く
と
同
時
に
、
『
論
語
』
(
季
氏
)
も
引
く
。

益
者
三
友
、
友
直
、
友
諒
、
友
多
問
、
益
失
。
(
益
者
三
友
、
直
を
友
と
し
、
諒
を
友
と
し
、
多
聞
を
友
と
す
る
は
、
益
な
り
。
)

{
ふ
』
-
ニ
〕

誠
実
で
、
多
く
を
間
附
い
た
中
か
ら
大
切
な
こ
ど
だ
け
を
言
葉
と
す
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
人
た
ち
こ
そ
自
分
を
益
す
る
友
と
い
え

認
の
話
を
典
故
と
す
る
謝
霊
運
の

率
痘
で
、

る。

「
帰
調
田
居
」
其
二
で
使
わ
れ
る
語
葉
が
含
ま
れ
る
。

野
外
竿
人
事
に
は
、
李
善
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

野

外

人

事

竿

に

「
回
居
」

窮
巷
寡
輪
鞍

白
日
掩
荊
一
扉

虚
室
絶
塵
想

時
復
嘘
曲
中

披
草
共
来
往

相
見
無
雑
言

但
道
桑
麻
長

桑
麻
自
己
長

我
土
自
己
広

常
恐
霜
霞
至

零
落
問
草
葬

窮

巷

輪

鞍

寡

し

自
日
荊
一
扉
を
掩
ひ

虚
{
主
に
塵
想
を
絶
つ

時
に
復
た
嘘
曲
の
中

草
を
披
き
て
共
に
来
往
す

相
見
る
も
雑
一
一
一
一
口
無
く

但
だ
道
ふ

桑
麻
長
ず
と

桑
麻

日
に
巳
に
長
じ

我
、
が
土
は
自
に
己
に
広
し

常
に
恐
る
霜
穣
至
り

零
落
し
て
草
葬
に
同
ぜ
ん
こ
と
を



「
相
見
無
雑
ヰ
一
一
向
、

但
道
桑
麻
長
」
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
本
当
に
大
切

人
と
の
往
来
は
ほ
と
ん
ど
な
い
中
で
の
数
少
な
い
交
流
の
あ
り
方
は

な
こ
と
だ
け
を
話
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

田
居
生
活
の
中
で
大
切
な
こ
と
は
、

桑
や
麻
が
無
事
に
成
長
し
て
く
れ
る
か
、

な
の
で
あ
る
。

も
し
も
冷
害
に
よ
っ
て
麻
や
蚕
の
餌
で
あ
る
桑
が
駄
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
と
常
に
恐
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
田
居
」
で
も
「
帰
園
田
居
」

恐
れ
に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い
。
時
、
が
来
た
と
き
に
蚕
の
縮
か
ら
絹
を

其
二
と
同
じ
よ
う
に
桑
や
麻
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
い
る
が
、

「
田
居
」

紡
ぎ
、
麻
布
、
が
織
れ
る
状
態
に
で
き
る
よ
う
一
心
に
祈
る
。

「
帰
関
田
居
」
其
三
も
約
耕
を
詠
っ
た
も

や
「
帰
国
田
居
」
其
二
と
同
じ
よ
う
に
、
李
善
が
③
の
典
故
と
し
て
一
部
を
引
い
た

の
で
あ
る
。

種
豆
南
山
下

草
盛
一
丘
苔
稀

長
輿
理
荒
綴

帯
月
荷
鋤
帰

道
狭
草
木
長

タ
露
出
我
衣

衣
泊
不
足
惜

但
使
願
無
違

豆
を
種
う
南
山
の
下

草
盛
ん
に
し
て
豆
苗
稀
な
り

日
辰
に
興
き
て
荒
械
を
理
め

月
を
帯
び
鋤
を
荷
ひ
て
帰
る

道
狭
く
し
て
草
木
長
じ

タ
露
我
、
が
衣
を
泊
す

衣
の
浩
ふ
は
惜
し
む
に
足
ら
ず

但
だ
願
ひ
を
し
て
違
は
し
む
る
無
か
ら
ん
こ
と
を

朝
か
ら
娩
ま
で
働
い
て
折
角
一
旦
を
植
え
つ
け
て
も
雑
草
ば
か
り
が
元
気
に
育
っ
て
し
ま
う
農
作
業
の
大
変
さ
が
描
か
れ
る
。
夜
に
な
っ
て
帰

と
悲
壮
感
す
ら
漂

ろ
う
と
す
る
と
、

服
が
夜
露
に
濡
れ
て
し
ま
う
と
い
う
泣
き
た
い
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、

決
し
て
自
分
は
挫
け
な
い
、

う
。
同
じ
よ
う
に
射
耕
の
様
子
を
詠
っ
て
い
て
も
、

「
田
居
」
①
②
で
は
、
植
え
付
け
た
苗
は
元
気

「
田
居
」

と
は
か
な
り
雰
囲
気
が
違
う
。

江
流
「
雑
体
詩
」
の
胸
淵
明
(
稀
代
)

一
一
一
員
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に
た
な
び
い
て
い
る
。

た
と
え
農
作
業
に
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

お
酒
、
が
紛
ら
し
て
く
れ
る
こ
と
、
が
わ
か
っ
て
い
る
。

日
、
が
暮

れ
て
帰
る
先
に
あ
る
の
は
我
が
家
の
光
と
炊
事
の
煙
、

そ
し
て
自
分
の
帰
り
を
待
つ
幼
子
。

「
回
居
」

で
は
、

大
変
に
は
違
い
な
い
け
れ
ど
気

持
ち
は
満
ち
足
り
て
い
る
生
活
を
営
む
と
い
う
目
線
で
如
耕
を
描
き
、
肉
体
労
働
を
好
ま
し
い
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。

「
帰
関
田
居
」
其
二
は
桑
麻
、
が
無
事
に
育
っ
か
を
心
配
し
其
三
は
農
作
業
の
大
変
さ
を
う
た
う
が
、
其
四
で
う
た
わ
れ
る
の
は
農
作
業
の

人
間
の
人
生
、
が
永
遠
で
は
な
い
と
い
う
冷
た
い
現
実
を
思
い
知
っ
た
苦
し
み
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
に
山
沢
の
遊
び
に
出

苦
し
み
で
は
な
く

か
け
て
み
る
と
、

か
つ
て
は
確
か
に
そ
こ
に
人
間
が
生
活
し
て
い
た
痕
跡
が
あ
る
の
に
、
荒
れ
果
て
て
い
る
白

一
体
み
な
ど
こ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
。

借
問
採
薪
者

借
問
す
薪
を
採
る
者
に

比
人
皆
駕
如

此
の
人
皆
駕
く
に
か
如
く
と

「
飲
酒
」

や

「
擬
古
」
や

「
田
農
」

の
間
い
と
は
違
い

こ
の
間
い
に
対
す
る
答
え
は
予
め
用
意
さ
れ
て
は
い
な
い
。

わ
か
ら
な
い
か
ら
き

い
て
み
た
間
い
に
対
す
る
答
え
は
、
皆
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
絶
望
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

人
生
似
幻
化

人
生
は
幻
化
に
似
た
り

終
当
帰
空
無

終
に
当
に
空
無
に
帰
す
べ
し

人
生
の
有
限
を
思
い
知
り
、

無
常
観
を
も
っ
て
其
四
は
結
ぼ
れ
る
。

同
じ
よ
う
に
菌
田
の
居
に
お
け
る
生
活
を
描
き
な
が
ら

「
田
居
」

「
帰
国
田
居
」
其
二

に
は
ゆ
る
ぎ
な
い
満
足
感
が
あ
ら
わ
れ
て
い
て
、

・
其
三
・
其
四
に
は
動
揺
す
る
様
子
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
其
二
・
其
三
・
其
四
に
対
し
て
、
其
一
と
其
五
に
は
動
揺
か
ら
落
ち
着
き
へ
と

い
う
気
分
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
其
一
で
は
「
誤
落
塵
網
中
(
誤
り
て
塵
網
の
中
に
蕗
つ
ご
と
感
覚
さ
れ
る
俗
世
間
か
ら
「
復
得
返
自
然
(
復

た
自
然
に
返
る
を
得
た
り
ご
と
、
園
田
の
居
に
帰
っ
て
き
た
こ
と
が
う
た
わ
れ
る
。
其
五
は
「
慢
強
独
策
還
(
張
懐
独
り
策
っ
き
て
還
る
ご



と
、
其
田
の
衝
撃
に
嘆
き
な
が
ら
帰
途
に
つ
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
が
、
渓
流
の
水
で

「
遇
以
濯
吾
足

(
遇
た
ま
以
て
吾
、
が
足
を
濯
ご

ペコ

た
こ
と
に
よ
っ
て
気
分
が
上
向
き
、
新
酒
で
宴
会
を
開
く
と

「
歓
来
苦
タ
短

(
歓
び
来
た
り
て
苦
だ
タ
ベ
短
く
ご

あ
っ
と
い
う
間
に
夜
、
が
明

け
て
し
ま
う
、

と
悲
し
み
か
ら
回
復
し
て
い
く
様
子
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

「
帰
関
田
居
」

を
全
玉
首
の
連
作
と
み
た
場
合
、
其
一
に
は
迷
い

か
ら
帰
由
へ
と
い
う
心
の
動
き
が
あ
り
、

其
こ
か
ら
三
に
か
け
て
は
射
耕
生
活
の
大
変
さ
を
思
い
知
っ
て
い
く
と
い
う
心
の
動
揺
が
あ
り
、

其
四
に
は
有
限
の
生
の
認
識
と
い
う
心
の
動
揺
が
あ
り
、

其
五
に
は
苦
し
み
か
ら
の
回
復
と
い
う
心
の
動
き
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
帰
国

国
居
」

は
五
首
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
連
作
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
完
結
し
て
い
る
は
ず
の
こ
の
五
首
に
さ
ら
に

「
団
居
」

を
其
六
と
し
て
加
え
た
場
合
、

「
帰
国
田
居
」

iま

「
欽
、
街
二
十
首
井

序
」
や
「
帰
去
来
分
野
井
序
」
と
通
底
す
る
特
徴
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
「
飲
酒
」
其
五
と
其
七
と
は
、
こ
の
連
作
が
心
の
激
し
い
動
揺
の

(
十
恕
}

中
で
紡
ぎ
出
さ
れ
て
い
く
中
で
、
奇
跡
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
一
瞬
の
境
地
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
「
飲
酒
」
は
本
文
の
二
十
首
、
が

激
し
い
気
持
ち
の
振
幅
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
序
は
あ
る
種
の
ゆ
る
ぎ
な
さ
を
も
っ
て
い
る
。

「
帰
去
来
令
辞
井
序
」

で
は
、

辞
の
部
分
が
確
乎
と
し
た
気
持
ち
の
も
と
一
直
線
に
帰
っ
て
行
く
の
に
対
し
、
序
で
は
迷
い
ふ
ら
ふ
ら
す
る
心
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
田
居
」

斗
B
匹

、

「
帰
園
田
居
」

と
い
う
連
作
の
中
に
置
い
た
時
、
他
の
部
分
の
動
揺
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
さ
が
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で

「
帰
去
来
分

辞
」

の
辞
・
「
飲
酒
」

の
序
に
あ
た
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

ま
た

「
田
居
」
だ
け
を
取
り
出
し
て
読
ん
だ
場
合
は
、

「
飲
酒
」

に
お

い
て
其
五
や
其
七
だ
け
を
独
立
し
た
作
品
と
し
て
読
む
時
の
よ
う
な
、

満
足
し
た
境
地
を
表
現
し
て
い
る
も
の
と
し
て
陶
淵
明
の
作
品
と
し

て
の
像
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
。

お
わ
り
に

江
流

「
雑
体
詩
」

に
お
い
て
、
掬
淵
明
に
擬
し
た
作
に
は

「
田
居
」

と
い
う
こ
文
字
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

「
帰
去
来
分
辞
」

や

「
帰
園
田

江
掩
「
雑
体
詩
」
の
蹄
糊
明
(
稀
代
)

一
三
頁
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居
」
を
強
く
意
識
さ
せ
る
作
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

{
ム
寸

rs-

う
ち
の
こ
十
首
に
も
お
よ
ぶ
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
陶
淵
明
に
擬
し
た
作
、
が

「
雑
体
詩
」
が
与
え
る
二
文
字
の
第
一
文
字
を
動
詞
と
し
て
読
み
得
る
も
の
が
三
十
蓄
の

「
帰
国
」

で
あ
っ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
何
故
「
田

居
」
な
の
か
。

そ
れ
は
、

こ
の
作
品
の
核
が

「帰」

と
い
う
動
詞
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
帰
園
田
居
」

の
核
は
、

閤
田
の
居

に
帰
る
時
と
帰
隠
し
て
か
ら
の
心
の
動
揺
に
あ
る
。

ま
た
、

「
田
居
」

を

「
帰
去
来
分
辞
」

の
辞
と
対
比
し
て
み
る
と
、

両
者
の
ゆ
る
ぎ
な
さ

に
は
実
は
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
。
「
帰
去
来
分
辞
」
の
辞
は
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
の
も
と
に
言
葉
が
紡
が
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る

姿
は
極
め
て
動
的
で
あ
る
。
ま
っ
す
ぐ
に
帰
っ
て
い
く
時
の
は
や
る
気
持
ち
も
、
帰
る
た
め
に
移
動
す
る
距
離
も
大
き
い
。
そ
れ
に
対
し
て

「
閏
岩
」

は
、
農
耕
生
活
に
お
け
る
平
凡
な
自
常
を
、

自
分
の
耕
作
地
と
家
と
い
う
限
ら
れ
た
空
間
に
お
け
る
も
の
と
し
て
ゆ
る
ぎ
な
い
気

持
ち
と
と
も
に
描
写
す
る
。

「
田
居
」

に
描
か
れ
て
い
る
の
は

「帰」

と
い
う
動
き
で
は
な
く

「帰」

の
あ
と
に
始
ま
っ
た
回
居
で
の
実
生

活
に
お
け
る
満
ち
足
り
た
気
分
な
の
で
あ
る
。

『
陶
集
』
に
箆
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
陶
淵
明
自
身
の
作
品
で
は
な
い

「
回
居
」

は
、
し
か
し
、
陶
掛
明
作
品
の
特
徴
を
多
く
備
え
て
い

る
。
使
わ
れ
て
い
る
語
葉
、

詩
の
展
開
の
仕
方
、

連
作
と
し
て
扱
う
場
合
の
役
割
の
担
い
方
な
ど
、
陶
淵
明
の
他
の
作
品
と
並
べ
て
必
ず
し

も
違
和
感
を
覚
え
な
い
。

「
田
居
」

を
読
む
者
は
、

濁
潜
や
農
耕
す
る
姿
や
絢
淵
明
の
気
高
い
心
持
ち
ゃ
満
ち
足
り
た
境
地
な
ど
の
中
か
ら
、

そ
の
時
々
に
反
応
す
る
い
く
つ
か
の
要
素
を
取
り
出
す
。
そ
し
て
、
取
り
出
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
断
片
の
数
々
が
像
を
結
、
ふ
と
こ
ろ
に
、

一
瞬
、

そ
の
残
像
が
読
者
の
心
か
ら
い
つ
ま
で
も
消
え
な
い
時
に
は
、
今
度
は
そ
の
残
像
の

な
か
の
イ
メ
ー
ジ
が
断
片
と
な
っ
て
他
の
陶
淵
明
作
品
の
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
の
素
材
と
な
る
。

「
田
居
」

と
い
う
陶
淵
明
の
作
品
が
浮
か
び
上
が
る
。

い
か
に
も
陶
淵
明
ら
し
い
作
品
が
実
は
陶
端
明
そ
の
人
、
が
書
い
た
作
品
で
は
な
い
こ
と
が
あ
り
得
る
し
、

そ
の
作
品
、
が
次
の
掬
淵
明
ら
し

さ
を
生
み
出
す
素
材
と
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。
書
い
た
側
の
事
情
、

伝
本
の
事
惇
、
読
む
側
の
事
情
。

個
人
も
社
会
も
含
み
こ
ん
で
変
幻

自
在
に
出
現
す
る
あ
る
一
篇
の
作
品
の
世
界
は
、

そ
の
よ
う
に
し
て
変
幻
自
在
に
出
現
し
つ
や
つ
け
る
中
で
、
確
乎
た
る
そ
の
作
品
ら
し
さ
と



い
う
も
の
を
読
者
に
感
じ
取
ら
せ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

在

(
こ
岩
波
文
庫
の
『
陶
淵
明
全
集

上
下
』
(
一
九
九

O
年
第
一
刷
)
iま

現
在
も
版
を
重
ね
て
い
る
。
媒
体
を
か
え
て
何
度
も
出
版
さ
れ
て
い
る
吉
川

幸
次
郎
『
鞠
淵
明
伝
』
は
ち
く
ま
学
芸
文
庫
に
入
っ
た
。

角
川
書
底
は
、
曾
て
の

「
鑑
賞

中
国
の
吉
典
」

シ
リ
ー
ズ
を
さ
ら
に
初
心
者
向
け
に
し
た

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
の

「
ピ
ギ
ナ

i
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス

中
国
の
吉
典
」

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
『
陶
淵
明
』
を
出
版
し
た
。

ま
た
、

N
H
K
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
で
は
あ
る
が
、
放
送
用
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
い
て
再
編
集
し
た
『
漢
詩
を
よ
む

陶
淵
明
詩
選
』
も
二

O
O
七
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。

--、一
一、ー，〆

本
稿
で
は
、
『
文
選
』
は
『
日
本
足
利
学
校
蔵
宋
刊
明
州
本
六
臣
注
文
選
』
(
人
民
文
学
出
販
社
、

二
O
O
八
年
)
、
『
陶
集
』
に
つ
い
て
は
汲
吉
間
出

蔵
本
『
陶
憐
明
集
』
(
『
中
華
再
造
善
本
』
、

北
京
図
書
舘
出
版
社

二

O
O
三
年
)

を
底
本
と
し
、
適
宜
諸
本
を
参
照
す
る
。

(
三
)
南
宋
の
湯
漢
や
清
の
陶
謝
な
ど
は
、
第
四
巻
末
に
附
載
す
る
。

現
在
、

新
た
に
出
版
さ
れ
て
い
る
書
籍
に
お
い
て
は
、
専
門
書
の
場
合
に
は
哀
行
需

『
陶
淵
明
集
護
注
』
(
中
華
書
局
、

二
O
O
三
年
)

な
ど
の
よ
う
に
参
考
資
料
と
し
て
収
め
る
こ
と
も
あ
る
が
、
陶
淵
明
の
作
で
は
な
い
と
し
て
除
外

さ
れ
る
の
が
一
般
的
。

(
西
)
宋
刻
逓
修
本
で
あ
り
現
存
す
る
『
掬
集
』
の
中
で
最
古
の
面
目
を
今
に
伝
え
る
と
医
さ
れ
る
滋
古
関
出
蔵
本
、

に
利
用
さ
れ
た
元
の
李
公
換
婆
註
本
な
ど
。

四
部
叢
刊
に
も
収
め
ら
れ
多
く
の
人

と

「
帰
園
田
岩
」
其
二

の
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
李
善
が
引
く
蹄
淵
明
作
品
は
、

相
見
無
雑
一
言
、
但
道
桑
麻
長
)

「
辛
丑
歳
七
月
赴
仮
還
江
陵
夜
行
塗
中
一
首
」

陶
潜
夜
行
塗
中
詩
沼
、
懐
役
不

(五

「
出
居
」

遠
藤

(
陶
潜
詩
田
、

と
で
あ
る
。

(
六
)
内
文
字
同
盟
』
所
収
(
汲
古
書
院
、

一
九
九
一
年
)
。
『
絢
集
版
本
源
流
政
』
は
も
と
一
九
一
一
二
年
七
月
北
京
発
行
。

(
七
)
『
掬
集
鄭
批
録
』
、

前
掲
『
文
字
同
盟
』
所
収
。
橘
川
時
雄
校
楠
の
司
絢
集
制
御
批
録
』
は
一
九
二
七
年
八
月
序
刊
。

江
掩
「
雑
体
詩

の
陶
淵
明
〈
稀
代

一
五
頁



筑
波
中
国
文
化
論
議

第
二
十
八
号

二

O
O
九

一
六
頁

(
八
)

北
宋
の
蘇
棋
は

「
田
居
」
に
和
し
た
作
で
、
陶
淵
明
を
慕
わ
し
い
櫨
れ
の
人
と
し
て
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
に
つ
い
て
述
べ
る
。
「
昔
我
在

広
陵
、

保
望
柴
桑
陪
。
長
吟
飲
酒
詩
、
頗
獲
一
一
笑
適
。
当
時
己
放
浪
、

朝
坐
夕
不
タ
。

矧
今
長
間
人
、

一
劫
展
過
株
。

江
山
互
隠
見
、

出
没
為
我
役
。

斜
川
追
淵
明
、

東
皐
友
王
績
。
詩
成
寛
何
為
、
六
博
本
無
益
。
」
(
「
和
陶
帰
国
田
居
六
首
」
)

明
の
周
履
靖
は

「
田
居
」

に
和
し
た
作
で

「
田
居
」

に
用
い
ら
れ
る
話
繋
を
使
い
つ
つ
、

雨
が
降
っ
て
水
田
が
潤
っ
た
り
、
一
旦
を
煮
た
り
、
着
物

の
素
材
が
で
き
た
り
と
、

帰
聞
の
よ
さ
を
具
体
的
に
描
写
し
よ
う
と
す
る
。

「
雨
過
豆
苗
肥
、
新
水
盈
南
陪
。
歓
然
掠
茨
下
、

開
樽
情
自
適
。
傾
倒
楽

棄
翠
、

酷
淘
巳
終
タ
。
身
世
等
浮
瓶
、
流
光
駒
過
隙
。
噛
彼
世
途
人
、

空
将
幻
躯
役
。
豆
熟
得
炊
餐
、

桑
長
得
糸
績
。
塵
事
更
紛
忙
、
帰
国
誠
有
益
。
」

(
「
和
帰
国
自
居
六
首
」
、
『
五
柳
腰
歌
』
巻

明
の
黄
淳
耀
が

「
田
居
」

に
和
し
た
作
で
は
、

や
は
り
帰
国
の
良
さ
を
い
う
が
、

「
田
居
」

の
世
界
に
よ
り
そ
う
も
の
で
は
な
く

そ
の
よ
う
な
生

活
の
場
面
場
面
を
切
り
取
っ
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

用
開
田
が
い
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
「
呉
山
如
好
女
、
姿
態
浮
締
陪
。
往
買
二
頃
田
、

欽
河
心
易
適
。
梅
関
玉
雪
絃
、

楓
落
霧
雨
タ
。

五
湖
白
浩
浩
、
撹
取
入
箸
隙
。
花
鳥
吾
友
子
、

文
賦
爾
僕
役
。

野
老
課
耕
牧
、
家
人
勤
紡
績
。

比
意
信

悠
哉
、
夢
辞
果
何
益
。
」
(
『
淘
庵
集
』
巻
十
)

(
九
)

冗
の
留
国
「
代
来
使
館
口
淵
明
」

で
は

「
間
来
使
」

の
最
初
の
二
句
に
答
え
、

さ
ら
に
、
胸
淵
明
の
一
番
の
関
心
は
秋
舗
や
蓄
積
に
で
は
な
く
酒
に

あ
る
と
す
る
。
「
何
時
発
天
目
、

山
中
雲
出
待
。

出
山
山
更
佳
、
草
木
非
所
知
。

公
団
幸
有
税
、
何
間
菊
与
一
徴
。

一
一
笑
領
此
意
、
翁
量
為
酒
帰
。
」
(
明
静

諺
集
』
巻
十
三
)

明
の
周
履
靖
の
和
詩
で
は

「
問
来
使
」

に
は
あ
っ
た
蕃
破
や
秋
蘭
は
除
か
れ
、
新
た
に
身
近
な
食
べ
物
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
纏
足
至
中
庭
、

E句

彼
来
天
自
。

孤
雁
度
哀
声
、

東
擁
綻
黄
菊
。

自
雲
満
径
問
、
蜜
中
酒
初
穫
。

対
菊
試
新
費
、

園
競
煮
令
熟
。
」
(
「
和
問
来
使
」
、
『
玉
柳
慶
歌
』
巻
三
)

ま
た

麿
の
李
白
は

「
関
来
使
」

を
自
分
の
作
品
の
典
故
と
し
て
使
っ
て
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
感
慨
を
表
現
し
て
い
る
。
「
何
処
聞
秋
声
、

備
協
北
窓
竹
。

年
非

一
往
不
可
復
。

遁
薄
万
古
心
、
捜
之
不
盈
掬
。
静
坐
観
衆
妙
、
浩
然
婿
幽
独
。
白
雲
南
山
来
、
就
我
管
下
宿
。
撤
従
唐
生
決
、
差
訪
季
主
ト
。

世
道
有
翻
覆
。

hw
令
舟
安
来
、
貯
{
家
借
恥
勲
。
」
(
「
尋
陽
紫
極
宮
感
秋
作
」
)

四
十
九

野
靖
転
斎
散
、

(
十
)
「
結
局
、

こ
の
詩
は
、

淵
明
の
著
作
で
は
な
く
、

お
そ
ら
く
唐
代
に
陶
詩
を
模
倣
し
た
、

い
わ
ゆ
る

「
効
陶
詩
」

の
一
つ
で
あ
り
、

そ
れ
が
南
膚
時



代

誤
っ
て
『
陶
淵
明
集
』
に
混
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
考
え
る
の
が
現
時
点
に
お
い
て
は
、

も
っ
と
も
妥
当
で
あ
ろ
う

J

(
井
上
一
之

「
吋
陶
側
m
明

集
』
所
収

「
間
来
使
」

に
関
す
る
一
考
察
1

1

詩
的
言
語
に
お
け
る
時
代
性
」
、

早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
『
中
富
文
学
研
究
』
一
二
、

一
九
九
五
年

一
二
月
)

十

た
だ
し
、
飽
照
に
つ
い
て
は

「
己
見
上
文
」

と
い
う
形
で

「
結
客
少
年
場
行
」
が
引
か
れ
て
い
る
。

十
二
)
『
三
国
志
』
巻
十
一
の
田
曙
伝
に
は

「
田
幡
字
子
泰
、
右
北
平
無
終
人
也
。
」

と
あ
る
が
、
司
後
漢
書
』
巻
七
十
三
の
劉
虞
伝
の
注
に
引
く
『
貌
志
』

lま

「
鴎
字
子
春
、
右
北
平
無
終
人
。
」

と
す
る
。

(
十
一
ニ
)
司
論
語
』
(
為
政
)

「
多
間
関
疑

慎
言
其
鈴

別
寡
尤

(
多
聞
に
し
て
疑
は
し
き
を
閥
き
、
慎
み
て
其
の
鈴
を
言
へ
ば
、

と
が
め

則

ち

尤

寡

し

ご

と

あ
る
。

(
十
西
)
拙
稿
「
「
飲
酒
二
十
首
井
序
」

の
胸
淵
間
的
」

(
『
中
国
文
化
』
六
六
、

二
O
O
八
年
六
月
)
、

「
帰
去
来
分
辞
井
序
」

の
解
釈
に
関
し
て
は
そ
の
注
⑪

参
照
。

(
十
五
)

「
従
軍
」
・
「
詠
一
廓
」
・
「
贈
友
」
・
「
感
遇
」
・
「
懐
徳
」
・
「
一
富
士
山
」
・
「
詠
懐
」
・
「
離
情
』
・
「
述
哀
」
・
「
罵
{
医
」
・
「
詠
史
」
・
「
苦
雨
」
・
「
傷
乱
」
・
「
感

交
」
・
「
遊
他
」
・
「
遊
山
」
・
「
侍
宴
」
・
「
贈
別
」
・
「
養
疾
」
・
「
従
駕
」
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
)

江
流
「
雑
体
詩
」

の
隅
淵
明
(
稀
代
)

一
七
頁
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